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日清紡グループ 温室効果ガス排出量データ 2024 

 

温室効果ガス排出量 

日清紡グループの温室効果ガス総排出量（Scope1+Scope2）2024年度実績は、307.9千 t-CO2eでした。カーボンオフ
セット適用後温室効果ガス排出量（以下、ネット温室効果ガス排出量）は 305.0 千 t-CO2e となり、前年度比 17％減少し
ました。 
 
エネルギー起源の温室効果ガス排出量は、繊維事業の PT. Nikawa Textile Industry（インドネシア）が 2021年 11月か
ら⽯炭ボイラーによる⾃家発電設備を停⽌し石炭の使用をなくしたことや、同社を含むインドネシア 3拠点で 2022年半ばより全
購入電力を地熱発電による再生可能エネルギー由来の電力へ順次切り換えたことなどにより、2022年までに排出量が大幅に減
少しました。2024年度では、連結子会社であった TMDグループを譲渡したこと、マイクロデバイス事業における PFC（パーフルオ
ロカーボン）等ガス除害装置の増設および減産により、温室効果ガス排出量がさらに減少しました。 
 
さらには、Nisshinbo Automotive Manufacturing Inc.（アメリカ）は、American Carbon Registry（ACR）の認証を
受けたカーボンクレジット（プロジェクト名︓A-Gas V12、プロジェクト ID︓ACR869）を購入し、2.9 千 t-CO2e分のカーボンオ
フセットを行いました。 
 
非エネルギー起源の温室効果ガス排出量のうち 71％を PFCが占めました。これは主としてマイクロデバイス事業の半導体製造工
程から排出されたものです。 

ネット温室効果ガス排出量の推移 

☑ 



※1 当社は 2023年 11月 30日に連結子会社であった TMDグループを譲渡したことにより、連結の範囲から除外しています。
このため TMDグループは 2023年 11月度までのデータを集計対象としています。 

※2 当社は 2023年 12月 27日に、国際電気グループを連結の範囲に含め、2024年度からデータ集計の対象としています。 
※3 当社は 2024 年 11月 28日に、無線・通信事業における子会社として ARGONICS GmbHおよび ARGONAV 

GmbHを連結の範囲に含めましたが、2024年度データ集計の対象外としています。 
 

Scope別温室効果ガス排出量の推移 

(千 t-CO2e)  

区分 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

温
室
効
果
ガ 
ス
排
出
量 

Scope1 

エネルギー起源 187.7 173.7 66.7 63.4 55.7 

非エネルギー起源 59.0 64.2 67.9 45.9 33.6 

エネルギー起源＋ 
非エネルギー起源 

246.7 237.9 134.6 109.3 89.3 

Scope2 エネルギー起源 317.4 329.4 303.4 259.2 218.6 

Scope1+Scope2 

温室効果ガス 
総排出量 

564.1 567.4 438.0 368.5 307.9 

カーボンオフセット 
適用量 

― ― ― ― 2.9 

ネット温室効果ガス
排出量 

564.1 567.4 438.0 368.5 305.0 

☑を付したデータは、デロイト トーマツ サステナビリティ株式会社による独立した第三者保証を受けています。 

 
【算定基準】 
当社グループは 2024年度より算定基準を変更いたしました。 
2023年度までは、「地球温暖化対策の推進に関する法律」を基本に算定しています。 
2024年度より、GHGプロトコルを基本とし、「地球温暖化対策の推進に関する法律」を参照し算定しています。 
 
  

☑ 

☑ 



【算定方法】 
・Scope1： 
エネルギー起源温室効果ガス排出量＝Σ[燃料使用量×CO2排出係数※1]  
非エネルギー起源温室効果ガス排出量=非エネルギー起源 CO2排出量+Σ[CO2以外の温室効果ガス排出量×地球温暖
化係数※2] 

※1 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく排出係数を使用しています。ただし石炭は熱量の実測値に基づき 
算出した係数を使用しており、2024年度は 1.870 t-CO2/tを使用しています。 

※2 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく地球温暖化係数 

・Scope2： 
エネルギー起源温室効果ガス排出量＝Σ[購入電力量・購入蒸気量×CO2排出係数※3] 

※3 購入電力は、日本国内は 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく電気事業者別の調整後排出係数、海外
は電気事業者別の排出係数または入手困難な場合は「IEA Emissions Factors」の当該年公表の国別排出係数を
使用しています。2021年度以前のデータは、「IEA Emissions Factors 2021」の各年の国別排出係数を使用して
います。購入蒸気は、購入事業者の算定した排出係数（2024年度は 0.0526 t-CO2/GJ）を使用しています。 

 
【対象組織】 
2024年度の当社および連結子会社は計 88社ですが、温室効果ガス排出量の推移の※3に記載の通り、2024 年度の 
データ集計対象は、ARGONICS GmbHおよび ARGONAV GmbHの 2社を除く 86社となります。 

 

環境データの第三者保証 
日清紡グループは、温室効果ガス排出量（Scope1、Scope2）の環境パフォーマンスデータの信頼性向上のため、☑を付した 
データは、デロイト トーマツ サステナビリティ株式会社による第三者保証を受けています。  
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